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【教科書】 

必修・選必・ｺｰｽ選 

【副教材】きもの教本 
単位数 ２単位 

学習目標 

 社会生活におけるマナーを実習を通して学習し、その中で日本の伝統衣装の和服について知識理解を深

めるとともに、和服の着装に関して体験的に技術を身に付けさせる。 

学習方法 

 ○ 実践的・体験的な学習活動を通して、ファッションデザインに関する分野を科学的・総合的にとら

えていくことに努めましょう。 

 ○ 実際の生活に生かせるよう、学んだことを自分自身の問題ととらえ、ファッションデザインの知

識・技術をよりよくするための工夫を考え、実践しましょう。 

 ○ 授業で活用するワークシートを上手に活用して、学習が確実に自分のものとなるよう、より深い理

解をめざして取り組みましょう。 

学習評価 

 ○次の４つ観点に基づき、学習内容のまとまりごとに評価を行い、学年末に５段階の評定に総括します。 

①関心・意欲・態度 

 

 

 

 

社会生活におけるマナー及び日本の伝統衣装の和服について感心をも

ち、さらに和服の着装に関して意欲的に取り組むとともに、実践的な態度

をみにつけようとしている。 

 

 

②思考・判断  社会生活におけるマナー及び日本の伝統衣装の和服について主体的に思

考し、和服の着装に関して適切に判断し、工夫・創造する能力を身につけ

ている。 

 

 

③技能・表現 社会生活におけるマナー及び日本の伝統衣装の和服、さらに和服の着装に

関する基礎的・基本的な技術を総合的に身につけている。 

 

 

④知識・理解 社会生活におけるマナー及び日本の伝統衣装の和服、さらに和服の着装を

するのに必要な知識を総合的に身につけている。 

 

 

 

 

○学習の過程で自己評価を実施しますので、自らの学習状況をチェックし、目標達成に努めましょう。 

 



学期 学習内容 学習のねらい 学習活動【評価方法】 

一学期 １、服装の身だしなみ 

 ・服装のＴＰＯ 

・ 洋装・和装・制服のマナー 

２、着付けの基本 

 ・お辞儀の仕方 

 ・基本になる着付け 

３、若い人の着付けと補正の必要性 

４、普段着の着付け 

 ・下着の着方、着物の着方 

 ・名古屋帯の結び方 

５、着物と帯 

 ・着物と帯の調和 

 ・小物の合わせ方 

〇生活教養の目的をよく理

解し、服装のＴＰＯやマ

ナーについて思考を深め

る。 

〇着付けに必要な小物の名

称や使用目的、着物の部

分名称について理解し、

実践的に普段着の着付け

ができる知識や技術をみ

につける。 

〇指導書、資料、実物

見本を活用し、普段

着の着付けについて

実習を通して学習す

る。 

（学習状況観察） 

（期末考査） 

（実技試験） 

２学期 ６、浴衣の着付け 

・ 浴衣の着付けと半幅帯の結び方 

・ 半幅帯の変わり結び 

７、外出着の着付け 

・ 訪問着の着方 

・ 袋帯の結び方 

８、振袖の着付け 

・ 振袖に合った帯結び 

９、留袖の着付け 

10、着物の知識とマナー 

・ 着物のＴＰＯ 

・ 立ち振る舞い 

11、冠婚葬祭のマナー 

〇普段着と浴衣の着付けに

必要な小物の違いを理解

し、浴衣の着付けに必要

な知識と技術を身につけ

る。 

〇外出着や振袖、留袖な  

ど、それぞれに応じた着

物や帯、帯結びについて

理解を深め、身についた

知識や技術を生かしてそ

れぞれに応じた着付けが

実践できる。    

〇指導書、資料、実物

見本を活用し、普段

着の着付けについて

実習を通して学習す

る。 

（学習状況観察） 

（中間考査・期末考査） 

（実技試験） 

3 学期 12、着物の歴史 

・ 和服の変遷 古代着付けと近代

着付けの違い 

            

13、贈り物の知識 

  

14、客の招き方、訪問の仕方 

・お茶の入れ方、出し方 

 

15、初級講師の取り組み 

  （実技・筆記） 

〇和服の変遷及び、古代着

付けと近代着付けの違い

について理解を深め、小

物を使いこなして着付け

をすることが出来る。 

〇お茶の入れ方や出し方、

訪問の仕方などに理解を

深め、実践することがで

きる。 

〇初級講師の資格取得にむ

けて取り組むことができ

る。 

〇指導書、資料、実物

見本を活用し、実習

を通して学習する。 

（学習状況観察） 

（期末考査） 

（実技試験） 

 


